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管理型最終処分場 

遮水機能を有しており、浸出水を処理施設で処理するタイプの処分場 

① 用地面積    約７．９ｈａ程度（埋立面積２．９ｈａ以上） 
② 埋立容量    約３０万ｍ３ 
③ 埋立期間    １５年間 
④ 全体事業費見込額    約６４億円 
       （調査費、事務局職員の人件費、地元対策事業費等は含まず） 
      ・用地費      ９．７億円（用地購入、移転補償、周辺整備） 
      ・施設建設費  ４０．７億円（本体、浸出水処理施設、付帯施設等） 
      ・維持管理費  １３．６億円（埋立中後の地維持管理費等） 

仕様と建設・維持見込額の一例 

ストーカ炉単体では、 
後述する、ガス化溶融炉より若干安くなる。 

しかし、最終処分場の建設・維持費を考慮すると、割高になる。 
ましてや未来永劫、最終処分場を建設し続けることは不可能である。 



ゼロエミッション（廃棄物ゼロ）を目指す。 

最終処分場を建設しない方法もある。 

焼却残渣（灰）をセメント会社に有償で引き取ってもらう。 
未来永劫、焼却残渣の買取り費用が発生するし、 

セメント会社の事情に左右されるため、セメント会社が拒絶す
れば、一巻の終わり。 

ゴミ・し尿等から、廃棄物を生み出すのではなく 
 資源を創生するエンジンを新たに導入する必要あり。 

ガス化溶融炉 
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総工費 ２４０億円 
（東広島市、竹原市、大崎上島で負担） 

ガス化溶融炉の選択 



ガス化溶融炉の種類 

              ① シャフト炉  

       

              ② 流動床炉 

      

              ③ キルン炉 

      



 
   項目 
 

            ガス化溶融炉  
   所管 

   シャフト式    流動床式   キルン式 

  ゴミ分別   大雑把でOK        細心の注意を要する  
 
  市民経済 
   委員会 

最大ゴミサイズ 冷蔵庫でもOK             約１５ｃｍに裁断 

 
 ゴミの排出量 

                            ゴミ量の削除、抑制 

    平成２７年度の実績から炉のサイズを決定する。  
 
 
 
 
  広島中央 
  環境衛生 
    組合 

   燃料       コークス          無 

  最高温度       １８００℃        １２００℃ 

スラグの再利用             コンクリート２次製品、道路覆土材 

メタルの再利用  カウンター 
  ウェイト 

           高品質鉄スクラップ 
        高品質アルミスクラップ 

安全性の実績   過去３０年間 
   ほぼ無事故 

      約１５年間 



シャフト式ガス化溶融炉 
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最高到達温度  約１８００℃ 
  （比較： 鉄の融点 約１５００℃） 
 

溶融物はドリル穿孔で穴をあけて、
外部に流出させる。 
（溶融物がなくなったら穴を塞ぐ） 



メタル・スラグ・溶融飛灰の資源化 

① メタルの資源化 
 
   広島市の場合 
   メタル ３４２トン ⇒ ７５００万円  



メタル・スラグ・溶融飛灰の資源化 

② スラグの資源化 
   広島市の場合 
 
   スラグ ２３４７トン ⇒ １２万円 
    （最大混入率１０％） 
    ・特殊ブロック事業協同組合 
    ・広島第一ブロック協同組合 
       ５２．５円／トン ＋ 運搬料 

                組合が負担 地産地消   
            



メタル・スラグ・溶融飛灰の資源化 

② スラグの資源化 
   広島市の場合 
 
   スラグ ４６００トン ⇒ 復土材 
    （最大混入率１００％） 

      
            



メタル・スラグ・溶融飛灰の資源化 

③ 溶融飛灰の資源化 
 
    山元還元  例）光和精鉱（株） 



多様なごみの完全溶融 

① 可燃ごみ 
② 汚泥 
③ 災害ごみ 
④ 可燃残渣 
⑤ 不燃残渣 
⑥ 埋め立てごみ 



コークス （５０００円／トン） 
 
 石炭を蒸し焼きにしたもの 
 
  ① 燃料 
  ② 還元剤 
  ③ スペーサー 
     コークスの隙間から 
     溶融物が下に落ち 
     ガスが上に抜ける。 



コークスの減量化技術および低廉化技術  
 
  ① 空気吹き込みの多段化 
 
  ② チャー吹き込み 
 
  ③ 熱交換による空気加熱 
 
  ④ バイオマスコークスの適用 



高効率発電への取り組み 

８０トン／日がエネルギー受給の分岐点 

３００トン／日の場合 
 ① １００トン／日×３基 
       （１００－８０）×３＝６０ 
 ② １５０トン／日×２基 
       （１５０－８０）×２＝１４０ 

但し、操業の安定性は、別の話になる。 



シャフト炉の安定稼働性 
 
① ３０年以上にわたる長期安定稼働 
 
② 年間約３００日以上の安定稼働 



【シャフト式ガス化溶融炉まとめ】 
 
① スラグの資源化に難あり 
   スラグの地産地消のため 
   ・コンクリート２次製品を作る会社 
   ・道路復土材として用いる条例 
   を興す必要あり 
 
② コークスの購入・運搬に難あり 
      



流動床式ガス化溶融炉 
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流動床炉の特徴 
 
① 破砕機で破砕したごみを流動床炉に投入する。 
② ごみを燃料として燃焼し、溶融する。 
         流動床炉温度   ６００℃ 
         燃焼溶融炉温度 １２００℃ 
        （比較：シャフト炉  １８００℃） 
③ 生ごみが多いときは、灯油補充の必要あり。 
④ 最終処分場の再生化O.K. 
⑤ 汚泥（８０％脱水）を３０％まで入れられる。 
⑥ 流動床炉内の砂はほっとくと増えるので定期 
   検査時に排出する。 
⑦ 溶融スラグは連続的に出湯する。 
            



 
 







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



( S市の場合 ) 

 

JISA5032  を取得し、 

スラグを １００円／トン で販売している。 
 
（広島市の場合の約２倍の価格） 
 
 

JIS取得と維持にかかる経費との要比較 

 
 



【流動床式ガス化溶融炉まとめ】 
 
① 高品質スクラップが得られる。 
   （アルミの融点以下で熱処理） 
② 破砕機のメンテナンスに難あり。 
③ 生ごみが多いとき灯油を大量に 
   消費する。   



キルン式ガス化溶融炉 
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キルン式ガス化溶融炉の特徴 









【キルン式ガス化溶融炉まとめ】 
 
① 鉄およびアルミスクラップには 
   酸化鉄および酸化アルミは 
   ほとんど含まず。 
② 溶融炉出口酸素変動は極めて 
   小さい。 
③ 溶融スラグは連続排出。 
 



灰溶融炉とガス化溶融炉 
    の特徴比較 

参考 



灰溶融炉の構造 

① バーナー式 
② アーク式 
③ プラズマ式 
④ 電気抵抗加熱式 

熱源による分類 

事例③ プラズマ式灰溶融炉 
       の構造と外観 



広島市中工場 
２系灰溶融炉 
火災事故解析結果 

通常時 

事故発生時 平面図 



広島市は２００３年、ごみ処理施設の中工場
に約３２億円を投じて灰溶融炉を設置した。
だが年間の電力消費量は１１００世帯分で、
維持管理費は年約８億円。 
火災事故を機に２０１１年度末に廃止した。 

廃止した理由 

① 事故が多発した。 

② 維持管理費が高すぎた。 

③ 溶融スラグの需要が少なかった。 
  （灰溶融炉とガス化溶融炉のスラグは違う。） 



ゼロエミッション（廃棄物ゼロ）の見地から 
      ガス化溶融炉 を選択 

① ガス化溶融炉 のタイプ 
  （シャフト炉  ｖｓ． 流動床炉） 
  でメーカーを競争させる。 

② 同タイプの炉のメーカーで競合させる。 

③ 炉の容量を減じることで 
  （例： ３００ton／日 → ２６０ton／日） 
  更なる値引きを図る。 

今後の方針 

いい物を適正な価格で導入する。 


